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関東天然瓦斯開発株式会社
決算説明会

第１４４期中間

平成１７年１月１日～６月３０日

平成1７年８月３１日開催

http://www.gasukai.co.jp/
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グループ事業運営の基本方針グループ事業運営の基本方針グループ事業運営の基本方針グループ事業運営の基本方針
グループの結束力のもとでそれぞれの事グループの結束力のもとでそれぞれの事グループの結束力のもとでそれぞれの事グループの結束力のもとでそれぞれの事
業を深耕し、拡大しよう。業を深耕し、拡大しよう。業を深耕し、拡大しよう。業を深耕し、拡大しよう。

　　　　　―　　　　　―　　　　　―　　　　　―結束と深耕結束と深耕結束と深耕結束と深耕――――

(意義意義意義意義)全社員が次の共通認識のもとで、　全社員が次の共通認識のもとで、　全社員が次の共通認識のもとで、　全社員が次の共通認識のもとで、　

　　　グループの事業運営をはかる。　　　グループの事業運営をはかる。　　　グループの事業運営をはかる。　　　グループの事業運営をはかる。

①関東天然瓦斯開発が天然ガスを開発①関東天然瓦斯開発が天然ガスを開発①関東天然瓦斯開発が天然ガスを開発①関東天然瓦斯開発が天然ガスを開発
　し、これを大多喜ガスが都市ガスとして　し、これを大多喜ガスが都市ガスとして　し、これを大多喜ガスが都市ガスとして　し、これを大多喜ガスが都市ガスとして
　供給する、一貫し　供給する、一貫し　供給する、一貫し　供給する、一貫し た天然ガス事業がグた天然ガス事業がグた天然ガス事業がグた天然ガス事業がグ

　ループの基盤であり、お互いが支えあっ　ループの基盤であり、お互いが支えあっ　ループの基盤であり、お互いが支えあっ　ループの基盤であり、お互いが支えあっ
　て事業が継続、発展できること。　て事業が継続、発展できること。　て事業が継続、発展できること。　て事業が継続、発展できること。
②ヨード事業は天然ガス事業と一体不可②ヨード事業は天然ガス事業と一体不可②ヨード事業は天然ガス事業と一体不可②ヨード事業は天然ガス事業と一体不可
分のものであること。分のものであること。分のものであること。分のものであること。

③各関連事業は上記基幹事業のもとで、③各関連事業は上記基幹事業のもとで、③各関連事業は上記基幹事業のもとで、③各関連事業は上記基幹事業のもとで、
　　　　 存続、発展できること。存続、発展できること。存続、発展できること。存続、発展できること。
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各社の事業展開各社の事業展開各社の事業展開各社の事業展開    
    
前述した基本認識のもとで各社が法令を遵守し前述した基本認識のもとで各社が法令を遵守し前述した基本認識のもとで各社が法令を遵守し前述した基本認識のもとで各社が法令を遵守し、、、、競争力ある事業展開をはかる。競争力ある事業展開をはかる。競争力ある事業展開をはかる。競争力ある事業展開をはかる。    
①関東天然瓦斯①関東天然瓦斯①関東天然瓦斯①関東天然瓦斯

開発開発開発開発    
環境面への対応を強化し、競争力ある天然ガスとヨードの開発・生産に環境面への対応を強化し、競争力ある天然ガスとヨードの開発・生産に環境面への対応を強化し、競争力ある天然ガスとヨードの開発・生産に環境面への対応を強化し、競争力ある天然ガスとヨードの開発・生産に    
全力で取り組むと共に、ヨード利用用途の拡大、誘導品の開発を目指す。全力で取り組むと共に、ヨード利用用途の拡大、誘導品の開発を目指す。全力で取り組むと共に、ヨード利用用途の拡大、誘導品の開発を目指す。全力で取り組むと共に、ヨード利用用途の拡大、誘導品の開発を目指す。    
大多喜ガスのガス量の増加・規制緩和に備えて、両社連携のもとでパイプ大多喜ガスのガス量の増加・規制緩和に備えて、両社連携のもとでパイプ大多喜ガスのガス量の増加・規制緩和に備えて、両社連携のもとでパイプ大多喜ガスのガス量の増加・規制緩和に備えて、両社連携のもとでパイプ    
ラインの拡充等適時対応する。ラインの拡充等適時対応する。ラインの拡充等適時対応する。ラインの拡充等適時対応する。    

②大多喜ガス②大多喜ガス②大多喜ガス②大多喜ガス    規制緩和の流れの中で、他燃料や同業他社との競争が激化することを鑑み、規制緩和の流れの中で、他燃料や同業他社との競争が激化することを鑑み、規制緩和の流れの中で、他燃料や同業他社との競争が激化することを鑑み、規制緩和の流れの中で、他燃料や同業他社との競争が激化することを鑑み、    
積極的な営業活動により増収を図ると共に経営効率化、業務改善等により積極的な営業活動により増収を図ると共に経営効率化、業務改善等により積極的な営業活動により増収を図ると共に経営効率化、業務改善等により積極的な営業活動により増収を図ると共に経営効率化、業務改善等により    
経営基盤を強経営基盤を強経営基盤を強経営基盤を強化する。化する。化する。化する。    

③関東建設③関東建設③関東建設③関東建設    グループの信頼される工事会社として、工事の質的向上を目指す。グループの信頼される工事会社として、工事の質的向上を目指す。グループの信頼される工事会社として、工事の質的向上を目指す。グループの信頼される工事会社として、工事の質的向上を目指す。    
大多喜ガスの供給エリアをベースとして外部受注の拡大を図る。大多喜ガスの供給エリアをベースとして外部受注の拡大を図る。大多喜ガスの供給エリアをベースとして外部受注の拡大を図る。大多喜ガスの供給エリアをベースとして外部受注の拡大を図る。    

④オータキ産業④オータキ産業④オータキ産業④オータキ産業    同業他社や他燃料に対抗するため企業体質を強化すると共に、大多喜ガス同業他社や他燃料に対抗するため企業体質を強化すると共に、大多喜ガス同業他社や他燃料に対抗するため企業体質を強化すると共に、大多喜ガス同業他社や他燃料に対抗するため企業体質を強化すると共に、大多喜ガス    
との連携を密にして、大多喜ガスエリア及びその周辺へのＬＰＧ拡販を図る。との連携を密にして、大多喜ガスエリア及びその周辺へのＬＰＧ拡販を図る。との連携を密にして、大多喜ガスエリア及びその周辺へのＬＰＧ拡販を図る。との連携を密にして、大多喜ガスエリア及びその周辺へのＬＰＧ拡販を図る。    

⑤テクノアース⑤テクノアース⑤テクノアース⑤テクノアース    地質汚染事業を柱として、外部受注拡大を図ると共に、グループの支援の地質汚染事業を柱として、外部受注拡大を図ると共に、グループの支援の地質汚染事業を柱として、外部受注拡大を図ると共に、グループの支援の地質汚染事業を柱として、外部受注拡大を図ると共に、グループの支援の    
もとで新たな技術開発に挑戦し、「技術で生きるテクノアース」を目指す。もとで新たな技術開発に挑戦し、「技術で生きるテクノアース」を目指す。もとで新たな技術開発に挑戦し、「技術で生きるテクノアース」を目指す。もとで新たな技術開発に挑戦し、「技術で生きるテクノアース」を目指す。    

⑥房総ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ⑥房総ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ⑥房総ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ⑥房総ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ    
    ｻｰﾋﾞｽｻｰﾋﾞｽｻｰﾋﾞｽｻｰﾋﾞｽ    

グループ各社グループ各社グループ各社グループ各社に適切な提案と指導ができるように、スキルアップを図る。に適切な提案と指導ができるように、スキルアップを図る。に適切な提案と指導ができるように、スキルアップを図る。に適切な提案と指導ができるように、スキルアップを図る。    
グループ内の仕事を優先し、低価格で提供する。グループ内の仕事を優先し、低価格で提供する。グループ内の仕事を優先し、低価格で提供する。グループ内の仕事を優先し、低価格で提供する。    

⑦関発興産⑦関発興産⑦関発興産⑦関発興産    グループ内の受託業務の確実な遂行と更なるサービスの充実を図る。グループ内の受託業務の確実な遂行と更なるサービスの充実を図る。グループ内の受託業務の確実な遂行と更なるサービスの充実を図る。グループ内の受託業務の確実な遂行と更なるサービスの充実を図る。    
リース事業の外部拡販をはかり、安定的収益の確保を目指すリース事業の外部拡販をはかり、安定的収益の確保を目指すリース事業の外部拡販をはかり、安定的収益の確保を目指すリース事業の外部拡販をはかり、安定的収益の確保を目指す    
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ヨード部門ヨード部門ヨード部門ヨード部門

ガス販売部門ガス販売部門ガス販売部門ガス販売部門

コンピューターコンピューターコンピューターコンピューター
サービスサービスサービスサービス

関東天然関東天然関東天然関東天然
瓦斯開発瓦斯開発瓦斯開発瓦斯開発

オータキ産業オータキ産業オータキ産業オータキ産業大多喜ガス大多喜ガス大多喜ガス大多喜ガス 関東建設関東建設関東建設関東建設

建設・地質部門建設・地質部門建設・地質部門建設・地質部門

サービス・器具販売部門サービス・器具販売部門サービス・器具販売部門サービス・器具販売部門

セグメントセグメントセグメントセグメント
房総房総房総房総

関発興産関発興産関発興産関発興産テクノアーステクノアーステクノアーステクノアース

　
器具

　
ガス工
事

　
ヨー
ド

　
都市
ガス

　
天然ガ
ス

　
ガス工
事

　
さく
井工
事

　
地質
汚染

ｼｽﾃﾑ
ｵﾍﾟﾚｰ
ｼｮﾝ・
開発

　
かん
水

ｼｽﾃﾑ
ｵﾍﾟﾚｰ
ｼｮﾝ・
開発

リース
保険代
理他

　
土木
建設

　
ガス工
事

　
器具

圧縮ガ
スLPG

事事事事業業業業展展展展開開開開
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平成17年中間決算　≪単体≫　

• 　

0000

1,0001,0001,0001,000

2,0002,0002,0002,000

3,0003,0003,0003,000

4,0004,0004,0004,000

5,0005,0005,0005,000

6,0006,0006,0006,000

7,0007,0007,0007,000

売上高売上高売上高売上高 営業利益営業利益営業利益営業利益 経常利益経常利益経常利益経常利益 中間純利益中間純利益中間純利益中間純利益

百万円百万円百万円百万円

１６年中間１６年中間１６年中間１６年中間

１７年中間１７年中間１７年中間１７年中間

4,8634,8634,8634,863

636636636636
82828282

5,2075,2075,2075,207

712712712712

148148148148

0000

1,0001,0001,0001,000

2,0002,0002,0002,000

3,0003,0003,0003,000

4,0004,0004,0004,000

5,0005,0005,0005,000

6,0006,0006,0006,000

7,0007,0007,0007,000

百万円百万円百万円百万円

１６年中間１６年中間１６年中間１６年中間 １７年中間１７年中間１７年中間１７年中間

かん水かん水かん水かん水

ヨードヨードヨードヨード

天然ガス天然ガス天然ガス天然ガス

単位：百万円

売上高 (天然ガス) (ヨード) (かん水) 営業利益 経常利益 中間純利益
１６年中間 5,582 4,863 636 82 971 1,349 827
１７年中間 6,068 5,207 712 148 1,069 1,422 689
対前年比（％） 8.7 7.1 11.9 80.4 10.1 5.4 △ 16.7
年初見込 5,900 5,150 600 150 900 1,200 700
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平成１７年収支見込概要≪単体≫

0000

2,0002,0002,0002,000

4,0004,0004,0004,000

6,0006,0006,0006,000

8,0008,0008,0008,000

10,00010,00010,00010,000

12,00012,00012,00012,000

14,00014,00014,00014,000

売上高売上高売上高売上高 営業利益営業利益営業利益営業利益 経常利益経常利益経常利益経常利益 当期純利益当期純利益当期純利益当期純利益

百万円百万円百万円百万円

１６年１６年１６年１６年

１７年見込１７年見込１７年見込１７年見込

単位：百万円
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

１６年 11,055 1,643 2,411 1,397
１７年見込 12,000 2,000 2,600 1,400
対前年比（％） 8.5 21.7 7.8 0.2
年初見込 11,700 1,800 2,400 1,500

年初見込からの変動年初見込からの変動年初見込からの変動年初見込からの変動    
売上高→3 億円増加 

・ガスは販売数量増 

・ヨードは輸出価格上昇 

＋為替円安 

     通期見込 100 円／$ 

   →上期実績 105 円／$ 

   →下期見込 105 円／$ 

 

当期純利益→1 億円減少 

・特別損益で 4.5 億円減少 

 減損会計早期適用 

 ゴルフ会員権評価損 
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売上高の推移　≪単体≫

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

１２年 １３年 １４年 １５年 １６年 １７年見込

百万円

かん水
ヨード
天然ガス

第１３９期 第１４０期 第１４１期 第１４２期 第１４３期 第１４４期
１２年 １３年 １４年 １５年 １６年 １７年見込

売上高 10,684 11,297 11,099 11,221 11,055 12,000
天然ガス 9,253 9,679 9,514 9,854 9,629 10,300
ヨード 1,259 1,456 1,427 1,215 1,223 1,400
かん水 170 160 157 152 202 300

区　　分

単位：百万円
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利益の推移　≪単体≫

0000

500500500500

1,0001,0001,0001,000

1,5001,5001,5001,500

2,0002,0002,0002,000

2,5002,5002,5002,500

3,0003,0003,0003,000

3,5003,5003,5003,500

１２年１２年１２年１２年 １３年１３年１３年１３年 １４年１４年１４年１４年 １５年１５年１５年１５年 １６年１６年１６年１６年 １７年見込１７年見込１７年見込１７年見込

百万円百万円百万円百万円

営業利益営業利益営業利益営業利益

経常利益経常利益経常利益経常利益

当期純利益当期純利益当期純利益当期純利益

単位：百万円
第１３９期 第１４０期 第１４1期 第１４２期 第１４３期 第１４４期
１２年 １３年 １４年 １５年 １６年 １７年見込

営業利益 2,108 2,350 2,069 1,773 1,643 2,000
経常利益 2,872 2,927 2,508 2,330 2,411 2,600
当期純利益 1,572 1,607 1,438 1,679 1,397 1,400

区　　分
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設備投資・減価償却費の推移　≪単体≫

0000

500500500500

1000100010001000

1500150015001500

2000200020002000

2500250025002500

１２年１２年１２年１２年 １３年１３年１３年１３年 １４年１４年１４年１４年 １５年１５年１５年１５年 １６年１６年１６年１６年 １７年見込１７年見込１７年見込１７年見込

百万円百万円百万円百万円
設備投資額設備投資額設備投資額設備投資額

(ガス井戸開発)(ガス井戸開発)(ガス井戸開発)(ガス井戸開発)

減価償却費減価償却費減価償却費減価償却費

単位：百万円
第１３９期 第１４０期 第１４1期 第１４２期 第１４３期 第１４４期

１２年 １３年 １４年 １５年 １６年 １７年見込

  設備投資額 984 1,273 1,969 1,632 1,569 1,735
 （ガス井戸開発） 353 590 1,052 974 597 247
  減価償却費 1,200 1,189 1,267 1,382 1,471 1,455

区　　分

≪主な設備投資（17年）≫
 
・ガス井戸掘削計画 
  生産井２坑（上期完成）
     ２坑（下期着手）
  還元井１坑（上期完成）
・ ＢＯＧライン敷設 
 （H18/11完成予定） 
 

※ガス井戸開発は、計画に基づき継続的に行っておりますが、
　事前手続の進捗状況に応じ、年度毎にばらつきが生じます。
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生産量、販売量の推移

第１４０期 第１４1期 第１４２期 第１４３期 　　　　第１４４期

１３年 １４年 １５年 １６年 １７年中間 １７年見込

天然ガス 生産量（千ｍ３） 172,719 169,634 172,624 172,244 91,148 181,000

販売量（千ｍ３） 266,102 276,001 280,437 277,860 146,959 291,000

ヨード 生産量（ｔ） 779 757 743 630 208 400

販売量（ｔ） 985 1,008 934 896 494 940

かん水 生産量（千ｋｌ） 15,603 15,450 15,241 15,654 8,298 16,500

販売量（千ｋｌ） 6,522 6,437 6,246 8,059 5,631 11,000

区　　分

天然ガスは、38.5MJ／ｍ3換算
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平成17年中間決算　≪連結≫　

• 　

0000

5,0005,0005,0005,000

10,00010,00010,00010,000

15,00015,00015,00015,000

20,00020,00020,00020,000

25,00025,00025,00025,000

売上高売上高売上高売上高 営業利益営業利益営業利益営業利益 経常利益経常利益経常利益経常利益 中間純利益中間純利益中間純利益中間純利益

百万円百万円百万円百万円

16年中間16年中間16年中間16年中間

17年中間17年中間17年中間17年中間

単位：百万円
売上高 (ガ　ス) (ﾖｰﾄﾞ・かん水) （建　設） (その他) 営業利益 経常利益 中間純利益

16年中間 14,276 12,068 719 832 656 2,357 2,659 1,246
17年中間 19,439 16,853 860 1,091 633 2,605 2,928 1,130
対前年比（％） 36.2 39.6 19.7 31.1 △ 3.5 10.5 10.1 △ 9.3
年初見込 18,400 16,100 750 950 600 2,100 2,300 1,000
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719

832
656

16,853

860

1,091

633

0

5,000

10,000

15,000

20,000

百万円

１6年中間 １7年中間

その他

建設

ヨード・かん水

ガス
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セグメント別売上高（対前中間期）

１６年中間 １７年中間 比較増減 １６年

ガス 12,068 16,853 4,784 24,868

ヨード・かん水 719 860 141 1,426

建設 832 1,091 259 1,676

その他 656 633 △ 22 1,409

合計 14,276 19,439 5,163 29,381

  ≪主な変動要因≫ 
 
ガス事業→売上大幅増 
・大口ガス事業者向け販売の 

  本格化 
・新たな大口工業用需要家へ 

  の供給開始（前年同期以降） 
ヨード・かん水事業→売上増 
・海外市況回復 

→輸出向け販売量増 
販売価格上昇 

・為替円高 
107円／$（前年同期） 

→105円／$（上期実績） 
建設事業→売上増 
・受注獲得努力 

その他事業 
・集合住宅向けガス器具販売減 

 

セグメント別売上高セグメント別売上高セグメント別売上高セグメント別売上高

単位：百万円
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中間損益計算書内訳≪連結≫

１６年中間１６年中間１６年中間１６年中間 １７年中間１７年中間１７年中間１７年中間 増減額増減額増減額増減額 １６年１６年１６年１６年
売上高売上高売上高売上高 14,27614,27614,27614,276 19,43919,43919,43919,439 5,1635,1635,1635,163 29,38129,38129,38129,381

売上原価売上原価売上原価売上原価 8,2588,2588,2588,258 13,16013,16013,16013,160 4,9024,9024,9024,902 19,10319,10319,10319,103
販管費販管費販管費販管費 3,6613,6613,6613,661 3,6743,6743,6743,674 12121212 7,4067,4067,4067,406
営業利益営業利益営業利益営業利益 2,3572,3572,3572,357 2,6052,6052,6052,605 248248248248 2,8712,8712,8712,871

営業外収益営業外収益営業外収益営業外収益 361361361361 381381381381 19191919 768768768768
営業外費用営業外費用営業外費用営業外費用 59595959 58585858 △ 1△ 1△ 1△ 1 108108108108
経常利益経常利益経常利益経常利益 2,6592,6592,6592,659 2,9282,9282,9282,928 269269269269 3,5303,5303,5303,530

特別利益特別利益特別利益特別利益 47474747 －－－－ △47△47△47△47 47474747
特別損失特別損失特別損失特別損失 71717171 407407407407 336336336336 220220220220
税引前利益税引前利益税引前利益税引前利益 2,6342,6342,6342,634 2,5202,5202,5202,520 △ 113△ 113△ 113△ 113 3,3573,3573,3573,357

法人税等法人税等法人税等法人税等 1,0181,0181,0181,018 989989989989 △ 28△ 28△ 28△ 28 1,3081,3081,3081,308
少数株主利益少数株主利益少数株主利益少数株主利益 368368368368 399399399399 31313131 315315315315
中間純利益中間純利益中間純利益中間純利益 1,2461,2461,2461,246 1,1301,1301,1301,130 △ 116△ 116△ 116△ 116 1,7321,7321,7321,732

単位：百万円  
売上高売上高売上高売上高    
大口向けのガス販売本格化 
大口工業用需要家向けの販 
売開始 

⇒大幅な売上増 
 
営業利益営業利益営業利益営業利益    
 売上増の大半は家庭用等に  
比べ安価な大口向け 

⇒売上の割に利益は伸びず 
 
中間純利益中間純利益中間純利益中間純利益    
固定資産の減損会計早期 
適用により、減益に 
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中間貸借対照表内訳≪連結≫

16 年12月 17 年 6月 増減額 16 年12月 17 年 6月 増減額
流動資産 22,61722,61722,61722,617 23,86323,86323,86323,863 1 ,2451 ,2451 ,2451 ,245 流動負債 7,6837,6837,6837,683 7,5527,5527,5527,552 △ 131△ 131△ 131△ 131
　現預金 2,706 4,036 1,330 　買掛金・未払金 4,086 3,209 △ 876
　有価証券 14,984 14,787 △ 196 　その他 3,597 4,342 745
　その他 4,927 5,039 112

固定負債 6,6136,6136,6136,613 6,5996,5996,5996,599 △ 14△ 14△ 14△ 14
固定資産 48,16748,16748,16748,167 48,53748,53748,53748,537 370370370370 　長期借入金 1,562 1,440 △ 121
　有形固定資産 24,761 23,812 △ 949 　繰延税金負債 1,714 1,935 220
　　（建物及び構築物） 4,779 4,530 △ 248 　退職給付引当金 3,065 2,931 △ 134

　　（機械装置他） 12,629 12,290 △ 338 　その他 271 292 21
　　（その他） 7,352 6,990 △ 362 負債合計 14,29714,29714,29714,297 14,15214,15214,15214,152 △ 145△ 145△ 145△ 145

少数株主持分 6,2776,2776,2776,277 6,6466,6466,6466,646 368368368368
　無形固定資産 784 765 △ 19

資本金 7,902 7,902 0
　投資その他の資産 22,620 23,960 1,339 資本剰余金 8,260 8,260 0
　　（投資有価証券） 19,256 21,073 1,816 利益剰余金 32,826 33,702 876

　　（その他） 3,364 2,887 △ 477 その他有価証券評価差額金 1,460 1,985 524
自己株式 △ 240 △ 247 △ 6
資本合計 50,20950,20950,20950,209 51 ,60251 ,60251 ,60251 ,602 1 ,3931 ,3931 ,3931 ,393

資産の部合計 70,78470,78470,78470,784 72,40172,40172,40172,401 1 ,6161 ,6161 ,6161 ,616 負債・少株・資本の部合計 70,78470,78470,78470,784 72,40172,40172,40172,401 1 ,6161 ,6161 ,6161 ,616

単位：百万円

・現預金の増　　　　・・・営業キャッシュフローの手元保管

・投資有価証券の増・・・主に債券の購入と評価差益の計上

・買掛金／未払金の減・・・季節的な変動、および建設未払金の減少
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設備投資・減価償却費の推移　≪連結≫

0000

500500500500

1,0001,0001,0001,000

1,5001,5001,5001,500

2,0002,0002,0002,000

2,5002,5002,5002,500

3,0003,0003,0003,000

3,5003,5003,5003,500

4,0004,0004,0004,000

１２年１２年１２年１２年 １３年１３年１３年１３年 １４年１４年１４年１４年 １５年１５年１５年１５年 １６年１６年１６年１６年 １７年見込１７年見込１７年見込１７年見込

百万円百万円百万円百万円

設備投資額設備投資額設備投資額設備投資額

減価償却費減価償却費減価償却費減価償却費

≪主な設備投資（1７年）≫
・ガス井戸掘削計画 
  生産井  ２坑  
  還元井  １坑 
・ ＢＯＧライン敷設 
 （H18/11完成予定） 
・ 大多喜ガス配管工事 
 
単位：百万円

第１３９期 第１４０期 第１４1期 第１４２期 第１４３期 第１４４期
１２年 １３年 １４年 １５年 １６年 １７年見込

  設備投資額 3,282 2,782 3,368 3,800 3,335 3,517
  減価償却費 2,800 2,796 2,850 2,941 2,959 2,891

区　　分
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平成１７年収支見込概要≪連結≫

0000

5,0005,0005,0005,000

10,00010,00010,00010,000

15,00015,00015,00015,000

20,00020,00020,00020,000

25,00025,00025,00025,000

30,00030,00030,00030,000

35,00035,00035,00035,000

40,00040,00040,00040,000

売上高売上高売上高売上高 営業利益営業利益営業利益営業利益 経常利益経常利益経常利益経常利益 当期純利益当期純利益当期純利益当期純利益

百万円百万円百万円百万円

16年16年16年16年

17年見込17年見込17年見込17年見込

単位：百万円
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

16年 29,381 2,871 3,530 1,732
17年見込 36,400 3,300 3,800 1,800
対前年比（％） 23.9 14.9 7.6 3.9
年初見込 34,900 3,100 3,500 1,800

年初見込からの変動年初見込からの変動年初見込からの変動年初見込からの変動    
    

・ 上期における、前年比低
気温によるガス販売量
の増加 

・ 大口向けのLNG販売量
増加 

・ ヨードの輸出価格上昇 
・ 特別損益の影響（減損会
計早期適用）で当期純利
益は年初見込と同じに 
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セグメント別売上予想（対前期）

１６年 １７年見込 比較増減

ガス 24,868 31,500 6,632

ヨード・かん水 1,426 1,700 274

建設 1,676 1,850 174

その他 1,409 1,350 △ 59

合計 29,381 36,400 7,019

  ≪主な要因≫ 
 
ガス事業 
 大口需要の大幅な増加 
 
ヨード事業 
 海外市況回復 
 
建設事業 
 受注環境は依然厳しい 
 
その他の事業 
 集合住宅向けガス器具 
販売減 

セグメント別売上高セグメント別売上高セグメント別売上高セグメント別売上高

単位：百万円
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ＲＯＥ、ＲＯＡ≪単体≫

単位：千ｋｌ
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※　17年は期末予想値
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株価及び出来高の推移
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5,0005,0005,0005,000

10,00010,00010,00010,000
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25,00025,00025,00025,000

30,00030,00030,00030,000

35,00035,00035,00035,000

40,00040,00040,00040,000

１２年１２年１２年１２年 １３年１３年１３年１３年 １４年１４年１４年１４年 １５年１５年１５年１５年 １６年１６年１６年１６年 １７年１７年１７年１７年

出来高(千株)出来高(千株)出来高(千株)出来高(千株)

0000

100100100100

200200200200

300300300300

400400400400

500500500500

600600600600

700700700700

800800800800株価(円)株価(円)株価(円)株価(円)

出来高

終値平均

最高値

最安値

１２年 １３年 １４年 １５年 １６年 １７年中間

最高値 625 674 556 567 684 (4/5)  744
最安値 368 447 464 476 513 (1/21) 591
終値平均 460 535 502 513 594 671
出来高 33,696 26,478 15,861 20,698 22,301 17,663
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トピックス
　ＢＯＧ（ボイルオフガス）導入　ＢＯＧ（ボイルオフガス）導入　ＢＯＧ（ボイルオフガス）導入　ＢＯＧ（ボイルオフガス）導入

・購・購・購・購 入入入入 先　：東京電力㈱、東京ガス㈱　先　：東京電力㈱、東京ガス㈱　先　：東京電力㈱、東京ガス㈱　先　：東京電力㈱、東京ガス㈱　

　　・受　　・受　　・受　　・受 入入入入 量　：最大日量量　：最大日量量　：最大日量量　：最大日量48万ｍ万ｍ万ｍ万ｍ３３３３　　　　　　　　

　　・　　・　　・　　・時時時時 期　：平成期　：平成期　：平成期　：平成18181818年年年年12121212月～月～月～月～

　　・設備投資：受入パイプライン　　　・設備投資：受入パイプライン　　　・設備投資：受入パイプライン　　　・設備投資：受入パイプライン　

　　　　千葉県袖ヶ浦市～市原市　　　　千葉県袖ヶ浦市～市原市　　　　千葉県袖ヶ浦市～市原市　　　　千葉県袖ヶ浦市～市原市

　　　　　　　　　　（口径　　　　　　　　　　（口径　　　　　　　　　　（口径　　　　　　　　　　（口径400㎜、延長約㎜、延長約㎜、延長約㎜、延長約14㎞）㎞）㎞）㎞）

　　・建　　・建　　・建　　・建 設設設設 費費費費 ：約：約：約：約27億円（自己資金で充当）億円（自己資金で充当）億円（自己資金で充当）億円（自己資金で充当）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

〔特長〕〔特長〕〔特長〕〔特長〕

　　・千葉県産天然ガスとほぼ同様の性状（＝１２Ａガス）　　・千葉県産天然ガスとほぼ同様の性状（＝１２Ａガス）　　・千葉県産天然ガスとほぼ同様の性状（＝１２Ａガス）　　・千葉県産天然ガスとほぼ同様の性状（＝１２Ａガス）

　　・需要の変動に応じて供給を受けられる利点　　・需要の変動に応じて供給を受けられる利点　　・需要の変動に応じて供給を受けられる利点　　・需要の変動に応じて供給を受けられる利点

　　・　　・　　・　　・48万ｍ万ｍ万ｍ万ｍ３３３３ ／日≒／日≒／日≒／日≒1.8億ｍ億ｍ億ｍ億ｍ３３３３／年≒当社の年間生産量／年≒当社の年間生産量／年≒当社の年間生産量／年≒当社の年間生産量

　〔効果〕　〔効果〕　〔効果〕　〔効果〕

　　　　　　　　・・・・将来の都市ガス需要の増加に対し、更なる安定供給を実現将来の都市ガス需要の増加に対し、更なる安定供給を実現将来の都市ガス需要の増加に対し、更なる安定供給を実現将来の都市ガス需要の増加に対し、更なる安定供給を実現

　　　　 ・・・・新規大口需要にも、これまで以上に積極的な対応が可能に新規大口需要にも、これまで以上に積極的な対応が可能に新規大口需要にも、これまで以上に積極的な対応が可能に新規大口需要にも、これまで以上に積極的な対応が可能に
　　　　

（（（（参考図）参考図）参考図）参考図）
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配当性向の推移

第１３９期 第１４０期 第１４１期 第１４２期 第１４３期 第１４４期
１２年 １３年 １４年 １５年 １６年 １７年予想

1株当たり純利益（単体） 25.77 26.35 23.67 27.24 22.58 22.63
1株当たり純利益（連結） 32.72 32.06 31.24 35.78 27.91 28.91
1株当たり配当 7.00 7.00 7.00 7.00 7.00 7.00
配当性向（単体） 27.16 26.57 29.57 25.70 31.00 30.93
配当性向（連結） 21.39 21.83 22.41 19.56 25.08 24.21

区　　分

単位：円、％
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配当性向（単体）配当性向（単体）配当性向（単体）配当性向（単体）

配当性向（連結）配当性向（連結）配当性向（連結）配当性向（連結）


